
京都教育大学

平成26年 度 修士論文

「場」 と表現

陶芸 とわた し、素材に触れかたちをっ くる

教科教育専攻 美術教育専修 佐藤史菜

指導教員 日野陽子准教授

丹下裕史准教授



目次

ペ ー ジ

第1章 序 論 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …'●'●'3

1.研 究 の 動 機 と 目 的 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …3

2.研 究 の 方 法 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …3

第2章 表 現 過 程 が 意 味 す る も の 「場 」 「素 材 」 「時 間 」 の 探 求 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …3

1.リ チ ャ ー ド ・ ロ ン グ に つ い て ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …3

2.ロ ン グ の 表 現 に お け る 「場 」 と 「時 間 」 の 概 念 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …5

3.ロ ン グ の 制 作 か ら ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …6

第3章 筆 者 の 制 作 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …7

1.制 作 に 対 す る 悩 み ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ● ● ● ● ● ● ●'● ●7

2.転 機 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 。 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …7

3.制 作 と 作 品 の 変 遷 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …9

4.考 察 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …21

第4章 陶 芸 の プ ロ セ ス と 表 現 と の 関 係 に つ い て ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …22

1.鈴 木 治 か ら 知 る 素 材 と 形 の 心 象 表 現 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …22

(1)鈴 木 治 に つ い て ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …22

(2)鈴 木 治 の 表 現 に つ い て ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …24

2.筆 者 と 陶 芸 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …25

(1)陶 芸 制 作 の プ ロ セ ス か ら ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …25

(2)生 活 の 中 か ら 生 ま れ る 表 現 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …26

第5章 結 論 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …26

参 考 ・ 引 用 文 献 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …28

2



第1章 序論

1.研 究の動機 と目的

一即興的に粘土を伸 ばす、 まるめる、ひもづ くりで形づ くる。表面には針 の先のよ うな

もので連続 した模様や線を引っかき傷の ようにつけてみた り、紬薬を使って模様や色 を出

した りす る。陶芸制作 において 自身 の表現 をす ることや、作品に対 して リアルな感情 を抱

けないこ とについて悩み を抱いていた筆者が この様 に自由帳にのびのび と線 を描 くよ うな

気持ちで表現す るよ うになった きっかけの1つ に、大学の授業 の中で紹介 された リチ ャー

ド・ロング(RichardLong1945-)(以 下 ロング)と の出会いがあった。それ は、流木 を円

状 に並べた写真だった。流木 は地に丁寧に配置 されていて1つ1つ の流木が しっ くりとあ

るべき場所に落 ち着いて納 まっていた。歪みのない美 しい正 円の形か らは生命の根源 的な

力や、循環を連想 させ られ た。作 品の中には浜辺や森 の中にそのサー クル を作ったものが

あると知 り、いつかは消えて しま う形にせつな さを覚えた。 この出来事 をきっかけ として

筆者 の表現 に 「私」の表現、 らしさのようなものが現れ るようになった。

本論文では、陶芸 とい うプロセスを通 し、素材 との対話 によって出来上がる形の表現、

行為 自体に潜在す る力や、出来上がった作品 とその 「行為」、作家 と 「場」の関係 と作品の

結びっ きについて考察 していき、 自分 自身の制作における表現について深 めていきたい。

2.研 究の方法

は じめに、筆者の制作意識や作品が変化するきっかけ となった リチャー ド・ロングにっ

いて考察を行 う。そ して筆者 自身が行っている制作の経過をた どりなが ら、陶芸制作のプ

ロセス と筆者のかかわ りについて述べてい く。

第2章 表現過程が意味す るもの 一 「場」 「素材」 「時間」の探求

1.リチャー ド・ロングについて

は じめに、今回の論文で リチ ャー ド・ロングについて考察す るために作品集や制作 に関

しての文献 を利用 しているが、ロング 自身の言葉 で語 られた ものではな く他 の作家 の言葉

で残 された ものがほとん どであった。以下の考察は、筆者が実際 に作 品を鑑賞 し感 じた こ

とや、文献を読み、ま とめた ものである。

1945年 、イギ リス出身 の現代美術作家。 ヨー一一・ロッパの高地、北極圏、アメ リカ、ア

フ リカの砂漠地帯な ど世界各地に出かけ 「歩行」す ることで表現 を行 っている。 目に見え
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る形だけを作品 とす るのではな く、その歩行の際に行われ た行為 自体 を作品の一部 として

いる。 ロングは1960年 代半ばか ら野外での創作活動を始 めてお り、図1は1967年

に制作 された、歩行によって生まれた線の記録 である。

「歩行による線」1967

鱗 秘 斯

叢轟 ∵ 蕊帆
,膿覗 緬 繁

/ご ド 詮

弓霧ご粥
譜 ン ・ 図1

70年 代 以 降 「歩 行 」す る こ とに加 えて 、そ の 中 で撮影 され た風 景 写真 や 「歩 行 」 した

道 をた どった 地 図、 風 向 き を記 録 した メモや 「歩行 」 の 中 で行 っ た行為 を記録 した もの を

作 品 と した。 図2で は ロン グが 「歩行 」 を行 った痕 跡 を残 す よ うに石 を1列 に立 て た もの

が撮影 され てい る。

「サハラに立てた一列の石」1988

鎚 就 簸'誕町

㍉
む や へこ

ノ も ぬ

2轟 き講瀬も 図2

この よ うな屋外での制作 と並行 して美術館や画廊 な どの室内において も 「歩行」の過程

で収集 した石や木 などの素材 を使 って円や円環、直線の形 の作品を発表 している。石や木

は 自らの手で切断 した り削 った りして形 を変 えることはせず採集 したそのままの形を使 う

ため、円や直線 といった象徴的な形 を繰 り返 して作 っているが1つ として同 じ作品は無い。

(図3、 図4)

90年 代以降の制作では、エイ ヴォン川底 の泥を主にほかに も現地の川底の泥を使い壁

面や床 に直接制作す る作品も手掛 けている。(図4)
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「密林の木の 円」1977

/灘 、 …
図3

「白い水の輪」1994

図4

2.リ チャー ド・ロングの表現における 「場」 と 「時間」の概念

ロングは自然 の中を 「歩行」する とい う行為を通 して、表現活動を行 った。 しか し表現

活動 と言 って もその行為は 自分 を主張 した り、表現 した りす るものではない。歩行 の途中

に石 を並べ、草花 を踏んだ跡 を直線 に して残す行為は 自分がそこにいたことを知 らせ る小

さなサイ ンの ように感 じられ た。 流木や石 で形作 られた円環や直線は どこか象徴的 で時の

流れや循環 を連想 させ られ る。 ロングは 「歩行」 し、 自然に痕跡 を残す ことで 「自分」を

表現す るのではなく、む しろ 自然の中で 「歩行」をす るために行われ た行為 の中での生活

で見たもの、感 じた こと、全 てが 自身の存在 を確認する時間の集積 であるように感 じられ

た。 ロングの もつ 「場」 と 「時間」そ こで行 う 「行為」の関係 はどれが欠けて も成立 しな

いだろ う。

また、美術館やギャラ リーで提示 され るロングの作品は自然の 中で行われ るもの とはま

た性質が異なる。その作品はまるでロングが 「歩行」を行った記憶 の一部 を切 り取 りそこ

に持 ちこんだかの ようである。 「歩行」の作品からは形の風化 とその記憶を思わせ る印象 を
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感 じるが、美術館や ギャラ リーで見 る円環や泥 の ドローイ ングか らは循環や不変の記憶 と

いった言葉 が思い浮かべ られ る。 しか しそのロングの作品 とい うのは、美術館 やギャラリ

ーの 「場」に溶 け込む よ うに して存在 してい るのだ。実際に香川 県の直島にあるベネ ッセ

ハ ウス、京都国立近代の ロングの作品か らその場 とともに時間を刻 んでいるよ うな様子 を

目の当た りにす ることができる。

3.ロングの制作か ら

第一章の1、 研 究の動機 と目的で述べ たよ うに、筆者は大学の授業で ロングにっいて知

ったのだが、その授業の最後 には受講者 も何か1つ 作 品を作 ることになっていた。私は夏

の暑い時期 だったので蝉の抜 け殻 を収集 し作品に しようと考 え、抜 け殻 を探 して校内を歩

いた。地面や木の幹 を丁寧 に見て回 ると本 当に沢 山の蝉の抜 け殻 があって、結果的に百近

い数 を収集す ることが出来た。そ の蝉の抜 け殻 を どう使お うか考えたときに壁 に くっっい

た状態がや は り自然だ ろ うと考えたので、 フェル ト生地の壁 があるエ レベー ターの中に決

めた。意図や コンセプ トは一切考 えずにただ壁 を埋めるよ うに一定の間隔をあけなが ら抜

け殻 をひっかけていった。 この とき無心でエ レベーターの中で行 った行為、過 ごした時間

はいつ もの作品作 りで感 じる、はや く形 に仕上 げた くて切羽詰ま る思いをす ることがなか

った。抜け殻 を集 め、それ を壁面 にかけて ゆく。その行為 は筆者 に とって、 とても自然 な

流れだったか らだろ う。制作のために行 った抜 け殻集 め、壁 に並べてい くこ と、その一連

の行為は制作 をす る上で無 くてはな らない時間だった。 この時 ロングの流木 を集 め配置 し

てい く制作 と似た行為 を追体験 したことは筆者 に とって制作 とのあいだにあった薄い膜 の

よ うな隔た りを崩す きっかけのような ものになったのだ と思われ る。

なぜ この時、 ロングの制作 に惹かれたのか。それはその ロングの行為 を追体験す ること

で感 じた感覚が、幼い ころに体験 した 自然 との関わ り、生活 の中で感 じたもの と同 じよ う

な ものだったか らであろ う。遠 い昔の記憶だが、雨の 日にかっぱを着てわざと外 を歩 いた

ことや、シロツメクサ をたくさん摘んで集 めた こと、夜 に母 と散歩 した道 で見た金柑の木、

そんな記憶 をふ と思い出す瞬間に感 じていた、 自分が大きなものに包まれ るよ うなぼんや

りとした感覚 と似 た空気 を持 っていた ように感 じた。その ような共通点か ら無意識 にロン

グに共感 し、惹かれたのだろ う。

人 は成長 の過程 でそれ ぞれに様々な経験 をし、その時の景色や感情、場の もつ空気 のよ

うなものを無意識 に記憶 として心の どこかに しまってい る。その記憶は層 となってその人
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そのものを構成す る一部 となるだろ う。その記憶は筆者に とって 自分が 自分であることを

証 明するものだ。

第3章 筆者 の制作

1.制 作 に対す る悩み

陶芸での制作を始めてか ら現在 に至るまで 「私」 とい う一人の人間が制作す る とい うこ

との意味について考 え、悩んできた。

以前か ら私を悩ませていたのは、 「好きな ように作 る」 とい うことだった。私 にとって好

きなよ うに作 るとい うことは自身 の感性 を働 かせて、考えを形にす ることだ とい うイメー

ジがあった。作品を通 して、他人か ら 「私」 とい う人間が見透か されているよ うな気 が し

てな らなかった し、っま らないものを作 るなあ と思われてい るのではないか と疑心暗鬼 に

なっていた。 この感覚を覚 えてか らは 自分の制作に向けられ る他人の 目を恐れ作品に対 し

て 自分 らしさを出せないでいた。その影響もあって茶椀や酒器の ような用途 のあるものや、

形 自体にメッセージ性 を持たせた説明的な作品を作って 「とりあえず制作は してい るのだ」

と自分をごまかしてものが作れない不安感 から解放 され ようとしていたよ うに思 う。

や は り自分の心は正直で、出来上がった作品や制作 に対 して リアルな実感 を抱 くことは

出来ず、い くら作 って もなにも手 ごたえを感 じることができなかった。 自分が作ったもの

に対する愛着や完成 した満足感 もなかった。

旨 ㌔
"

2.転 機

第3章 筆者の生活 についての1.制 作に対す る悩みで述べた ように、筆者 自身、他人 に

ど う思われているのか とい う不安 を背負い制作 を行 っていた。 だが制作 に向か う考え方や

表現方法が変化す るきっか けとなったのが序論で述べた ロングとの出会いに加 え地下鉄で

の展示だった。地下鉄 の展示 で行った制作はロング と自然、そ してその 「場」 でのあ り方

にっいて自分な りに感 じたこ とがす こしだけ反映 されたよ うな実感があった。 これを経て、

筆者の中で少 しずつ制作に対する考えや表現方法が変化 していった と考 えられ る。

写真1、 写真2は そのきっか けとなった展示作品である。2014年3.月27日 か ら5月

31日 の期間に開催 された駅ナカアー トプ ロジェク トに陶芸ゼ ミ生3名 が参加 した。筆者

もゼ ミの3人 の うちの1人 として、地下鉄 くいな橋駅構 内で展示を行った。 この作品を制

作す る際に企画者側 か ら挙 げられた条件は以下の通 りであった。
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・不燃物であるこ と

・壁面展示で、壁か ら5セ ンチ以内の厚みであること

・触れて も危険のない作品、展示方法であること

以上の条件 を満たす作品を作 ることを考え、京都教育大学が担 当 した駅 は 「いつ もの駅に

ふ と した変化 をもた らす」 ことをテーマに3名 の学生でそれぞれの分担す る壁面を振 り分

け各々で考 えた個別 の表現 を行 うことに した。

筆者 は、地下鉄の駅構内 とい う 「場」を利用 して幅約10メ ー トル 、高 さ約2メ ー トル

を約70枚 の陶板 で彩った。陶板のデザインはその時の手の動 くままに決めることとしたが、

丸、四角、線 を使 って京都 の街をイメージ して制作に取 り組んだ。 また枚数やサイズにっ

いては筆者 の担 当す る壁面のバ ランスを考 えなが ら決めていった。 写真3、 写真4の よう

にたた ら状に伸ば した粘土をカ ッターナイ フで大小様 々な形 に切 り取 って少 し乾燥 させて、

成形 、素焼きを行った。紬掛 けでは3号 透明紬 、織部紬、黒マ ッ ト紬の3種 類の紬薬を使

用。違 う種類 の粕薬 同士が重 なると、もともとの色 とは異なる色合 いが生まれ る。そ うし

た変化 を期待 し、重ね掛けを積極的 に行 った り、点 を打った りしなが ら粕掛 けを行 った。

本焼き後、金彩 による絵付 けを施 し3度 目の焼成 を行 った。

写真1 写真2

写真3 写真4

黙

《
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3.制作 と作品の変遷

この展示 を契機 に自分 と制作の関係 について考 えるよ うになる。 この駅ナカアー トプロ

ジェク トでは作品に対 して今まで感 じることが出来なかった、 自分 が制作 した ものである

とい う感覚 を強 く感 じることが出来た。は じめて 自身の作品に自分 らしさ、作風の よ うな

もの を感 じた。 それは、たた ら状に伸 ば した粘土をその場 で思いつ くままに切 り取って穴

を開け、線 を引くことが出来たか らだろ う。この時、1日 の大半を制作時間に充て、土 と、

その制作、 自分 と向き合 うことが出来た。その中では音楽 を聴 きなが ら、心地の良い形 を

切 り出 し、その面に リズム よく模様や穴 を開けてゆ く。疲れた らコー ヒーを入れて温まる。

失敗 したものを含 め150枚 ほ どの 「形」を作 るこ とに もちろん しん どさもあったが、そ

の感情 も合わせ て作品が出来上が ることに 自分 自身がそこで作っていることをはっき りと

感 じることが出来た。

日常の生活の中で制作 とい うものが密接 に存在 し、そこか ら出て くる形 自体私に とって

大 きな意味があったのだろ う。 「私」が制作 をす る意味や陶芸 との関係 について模索す るこ

とで長年抱いていた劣等感 を根源 か ら解放 し、次へ とつなが る何かを掴むきっかけになる

のではないか と思 うに至った。以降、様 々な粘土 との関わ り方でアプローチを行 うことに

した。

① 作品1(3×3×2cm且26、3月 ごろ)

写真5

駅ナカアー トプ ロジェク ト後に制作 した もの。自分が制作 を行 ってい くためには何か

変えていかなけれ ばな らない とい う思いか ら、制作方法を意識的 に変 えてい くことに し

た。駅ナカアー トプロジェク トではその場 の感覚的なものを大切 に、形を作 り出 し、紬

掛 け、金彩 を行 った。無意識 に生まれ る形、行為を通 して生まれ る形を探そ うと試 みた。

塊か らつまみ取った粘土を丸めて親指 を押 し当てた形。ものによって先端で何度 も穴を

あけている。粘土をちぎ り、丸めて親指 をお しあて る行為 とぽこぽ こと うまれた形 を見
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ると心地 よくて何度 もその行為 を行 った。しか し素焼 きをす ると作ったばか りの ときに

あった粘土の湿 った感 じやそ こか ら発せ られていた生っぽい印象 は消え、魅力 を感 じな

くなって しまった。また、素焼き と本焼 き2度 の焼成で一回 り小 さくなったので、手中

に しっ くりお さまっていた感覚や くぼみ に親指 がぴ った りとはまる感覚 もな くなって

掌で包む とまるで違 うものになったよ うだった。このものの魅力は成形過程 とその直後

にあったのではないか と後になって気付いた。

使用粘土:白 土

使用紬薬:透 明、B31

② 作 品2(10×10×2cmH26、3月 ごろ)

6細r
l欝 ●o
写真6

粘土の塊 か ら一握 り程度つかみ取る。ちぎ り取るように して分かれた粘土にできたぎ

ざぎざの断面 を残すよ うに して指で皿状に押 し広げていった。成形直後の土が乾かない

うちに粉 末の ままの紬薬 を茶漉 しでふ る うよ うに して紬掛 けを行い 、素焼 きをせず

1230度 で焼成 した。 このよ うな焼成方法を選択 したのは、①作品1で 感 じた紬掛 けに

対す る違和感 を解消す るヒン トになるのではとい う思いがあったからだ。ちぎ り取った

断面の荒っぽいけれ ど触れ ると柔 らか く しっ とりした手触 りや押 し広 げた指の跡 を見

ている と形 そのものの持つ生き生 き したエネルギー を感 じたのだが焼成後にはそれは

無 くなって しまった。作陶家、八木一夫 も出来たばか りの形に 「みずみず しい土の素顔」

を感 じた と著書 『オブジェ焼き 八木一夫随筆』で記 している部分がある。乾燥、八木

の場合は削 り、素焼き とい う陶芸のプロセ スを追 うにつれて、次第に精気が薄れていく

感 じがす るとい う。筆者のこの形 も同様に断面は焼 き締 まって生気がない。もちろん焼

成 した後 なので硬 くて ざび ざび していて触れ ると痛い。表面は紬薬の膜に覆われ、固く、

時間が止 まった ような印象。無機的なものに変わって しまった と感 じた。
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八木の言 う、 「土の素顔」が生き生き とす る表現 とはど うい うものだろ うか。

使用粘土:白 土、赤土

使用紬薬:透 明、黒マ ッ ト、陥入 、乳 白

胸禦

寧

◎雛
釧

写真7

①②では行為 を重視 した制作 を行ってきたので、今回は自身の もっている色や形の感

覚を使って形 を作ることに した。考えて形 を作 るのではなく手遊びのよ うに白土 と赤土

を使 って 自然 に手の動 くままに伸 ばす、丸める、針で線 を引 くとい う行為を楽 しむ こと

が出来た。ただ手 を動か し意図せず生み出された形は何かの実や種のよ うな形にみえて

面 白かった。短時間に形が作れるのも自分 に合っていた ようで、沢 山の形が出来上がっ

た。ただ、素焼きの段階でこれ以上手 を加 える必要があるのだろ うか と感 じ、紬掛けは

針 でひっかいた部分 を筆でなぞった り、表面にた らした りして素焼 きの部分 を残 しなが

ら行 うのみに留めた。そのため、焼 き締めの部分 と紬薬のかかった部分 とがある。

使用粘土:白 土、赤土

使用粕薬:透 明、乳 白
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④ 作 品4(5×5×8cm、4×4×5cmH26、4Aご ろ)

写真8写 真9

写真7の 延長で出来上がった形。シャモ ッ トを土に混ぜ込んだのでぷつぷつ とした表

情 になっている。写真8は 赤土で山のような形 を作 り、その上に白土で碗状のものを組

み合わせ、針で装飾を施 した。筆で紬薬を垂 ら した り、模様に塗 り込んだ りしている。

写真9は 手びね りで山の ような ものを作 り表面 に針で装飾 している。今回、粘土を触っ

ている とどんどん形のイメー ジが膨 らみ、一気 に作 り上げた。粘土を触 る行為 と付随 し

て1っ1つ 違 った 「かたち」のものが生まれた。形を作ることは楽 しくできたが、紬掛

けでは どのよ うにかければ形の魅力を生かせ るだろ うか と考えたが分か らなかった。今

回は、筆で塗 る、ひっかいた跡 を埋めるように した。

紬薬 を掛けると見た 目にもわかるよ うに薄いガ ラスの膜がかかる。けれ どそれだけで

はないよ うな気が している。作者が自らの手で作った形に上か ら一層重なることで手か

ら離れて、1つ の個体 として新 しい時間を紡ぎ出す 、そのよ うなイメージがある。 しか

も闇雲に選択 した紬薬ではなくその形 を生かす よ うなものでなけれ ばいけない。形を生

かす紬薬 とはなんだろ うか。

使用粘土:白 土、赤土

使用粕薬:B31
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⑤ 作 品5(10×10×20cm、9×5×15cmH26、5月 ご ろ)

鎌鎌

轡 轡騨 灘 難灘
,

写真10写 真11

写真10は 円錐形 の部分 を写真11は すべて手びね りで成形 した。初 めに紐状の粘土

を直径10セ ンチ くらいの輪 の形を作 り、上に どん どん上 に紐づ くりで粘土を積 んでい

く。初めか ら作 りたい形があったわけではなく、手びね りをしてい く過程のな りゆきに

まかせて手びね りを続けた。また、器物の 口縁や 口縁周辺のことを 「口」と呼ぶのだが、

写真10で は少 し内に入 るように下か ら上に指を動か してひねっていったので土を積

んでいくにつれて どんどん口が小 さくなった。また、写真11の 形では粘土を積 んでゆ

くと、だんだん口径が大きくなって開いた形 になってきた。 しかしそれ をそのままひね

ってゆくと形を支え られず に崩壊 して しま う。そ うなって しま うのを回避す るために口

をだんだんとすぼめていったので この様なまるみのある形 に仕上がった。口はすこ しず

つ小 さくなってい くので頃合 いを見て終わ りに した。陶芸で制作を していると、土を使

って とい うよ り、土に向かって作 ってい く意識 が心の中にあるので必然的に土の柔 らか

さや 口の感 じを見なが ら形 に無理のない作 り方 を考 えている。

紬薬 の選択 と紬掛けについてだが、以前 より紬薬に関 しては苦手意識があった。素焼

きが出来た段階で、作ったばか りの時の新鮮 さは消えて しまって紬掛けを放棄すること

もあった し、焼 くことで色 も触感 も変わって しま うので どんな紬薬 が良いのか、なにが

正解 なのか答 えが見えないでいた。

今回もどの紬薬が合 うのか分か らず、部分的に紬薬 を掛けるこ とに した。結果写真1

0で は模様 を付けるように乳 白紬 を、写真11で は内側に黄瀬戸の紬 を筆で塗った。そ

もそ も作品を生かす紬薬の選択 とは どうい うことか。
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使用粘土:白 土、赤土

使用粕薬:乳 白、黄瀬戸

⑥ 作 品6(5x5×2cm、4×18×4cmH26、5月 ご ろ)

写真12写 真13

作品5と 同 じ時期 に作成 したもの。写真11の ものは丸 めた粘土の中央に親指 を入れ

るように して人差 し指 とはさんで伸 ばした り、ひ も状 にした粘土を ドーナツみたいな形

に した り、針で引っかいた りしている。 ほんの30秒 くらいで衝動的に形 を仕 上げる。

もや もや した感情 を粘土にぶつ ける様 に作った。自分 の気持ちを消化 させ るのに、その

行為 自体が役割 をもっていた。ただ写真13で は12と 同 じように衝動 に任せて作った

が、花をイメージす るよ うな形が出来た。粘土を掴み とって頭 を残 し細長 くひ も状に伸

ばしてゆき、最後に残 した頭 を指 で広 げていく。出来上がる形の生 っぽ さがす こし気持

ち悪 い。けれ どテーブルに置いた ときの頭 がへ しゃげる感 じや細長い茎 のような部分の

だ らしな さは生々 しくて、それが良くて何個 も作 った。紬掛けではす こし時間 をかけて

やってみ ようと思った。点を打つ、指で紬薬 をこす りつけるな どす ることで 自分 な りに

紬薬 と距離 を狭 めようとした。本焼き後、紬薬 を掛 けた所 と焼 き締 まった部分の境 目に

緋色 とい う焼成 によって紬や素地にほのかな赤味が生 じたものがあって、紬薬 と土が作

用 しあって生まれた表情 に面白さを感 じた。
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⑦ 作 品8(9×9×18cm、3x18×4cmH26、8月 ご ろ)

写真14写 真15

作品7の よ うに感情を粘土にぶつ けるよ うな即興的で ドローイ ングの ような形作 と

手びね りで粘 土を積み上げて形 を完成 させ てい く方法を行 き来 しながら制作を行 う。写

真14の 作品では丸みのある形に心地よさを感 じ丁寧 に作 り上げていった。上部に針の

よ うなもので装飾 を した。表面に同 じよ うな線 を繰 り返 し描 くとい う行為 自体に魅力 を

感 じ、上部が埋まるまで繰 り返 した。土を掘 るしゃ りしゃ しりした感触や適 当に引いた

線が並んでい る様子が好 きだ。紬薬 はチタンを使用。筆 で塗った後、刷毛を使って払い

落 とす。紬薬を筆 で塗布 し、刷毛で払 うとい う行為を行ったのは成形で土 と向かい合 っ

て制作す るの と同 じよ うな感覚で形 を感 じなが ら紬掛 けが出来るのではと思ったか ら

だ。写真15で は写真13の 方法 を使 って花び らのよ うな部分 を薄 く縮れたよ うに作っ

た。手跡やだ らりとした感 じが気持ち悪いけれ ど無償に惹かれ るので繰 り返 し同 じ方法

で形 を作った。花弁の部分を限 りなく薄 く、ところどころ破れていた りしながらかろう

じて形 をとどめている風 になっている。無心で手 を動かす ことと意図 しない形が 目に見

えてたくさん出来上がった。出来上がるものの形の傾向が現れ てきた。写真14の よう

に丸みやなだ らかなラインを、表面のす こしざらつ く質感 をだす もの、写真15の よう

にはぎ りぎ りまで薄 く延 ば して、破れた瞬間を残す ものな どがある。形 のイメージか ら

生命 、刹那、はかな さとい う言葉 を連想する。 このころか らノー トに ドローイング、作

った形、 自分の感情についてメモを始める。

使用粘土:白 土、赤土

使用紬薬:チ タン

15



⑧ 作 品9(10x10×15cmH26、9月)

写真16

紐状に した粘土を直径10セ ンチほ どの輪の形に してそこから紐作 りで成形を して

いった。は じめは丸みの無い三角形の山が二つ乗るよ うな形 をイメージ しなが ら土を積

んでいたがひねってい くとまあるい形になったのでその流れに逆 らわず進めていった。

こ うい う形 にしたい、とい う思いに反 した結果 になった としてもそれを受け入れ るこ

とが多い。上部を閉 じるか どうかは最後まで決 めず にひねった。針で線 を入れてい くと

存在がはっき りとした。形 自体が面白い と思ったので紬薬では主張せず、白のマ ッ トB

31を 使用す ることに した。

使用粘 土:白 土

使用紬薬:B31

⑨ 作 品10(8×8×23cm且26、9月)

写真17写 真18

粘土を紐状 に伸 ば し、直径10セ ンチほ どの円を作ったあ と、下の方がやや膨 らんで

いて、上部 にい くにつれて細 く縦に伸びてい くような形が頭の中に浮かび紐作 りで成形

を行 った。形が出来上が り、針先でひっか くよ うにいろいろな長 さの線 を入れていった。

素焼 き後、写真14の 作品で行ったように筆でチタンの紬薬を塗布。紬薬が乾くと、刷
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毛 を使 って表面の凹凸に紬薬がかすかに残 る程度まで払い落 し焼成 した。針でひっかい

た部分 には紬薬が残って 白っぼ くキラキラとして、刷毛で払われた部分は緋色が出てい

る。柄杓な どで器物に施紬す る 「流 し掛け」で行 う紬掛 けでは1度 であっ とい う間に紬

薬が掛かって しま うが、今回の方法だ と筆で塗 る、刷毛で払 うとい う行程が加わってい

る分作品 とじっ くり関わる時間をとることが出来た。

使用粘土:白 土

使用紬薬:チ タン

⑩ 作 品11(10×10×14cm且26、10月)

写真19

イチジクの形が頭に浮かんできたので、似せ たシルエ ッ トのものを作成。下がふっく

らしていて、上に伸び る様なフォル ム。今回初 めて作品に 「底」を作っている。⑨以前、

形 の作 り始めは紐状に した粘土を輪の形に し、紐作 りで成形を していたので、作品には

底が無 く裏返す と中が見 えるよ うになっていた。作品10で は丸い形を作ることを初 め

か ら決めていた。丸い形を作る際は、初めに握 りほどの粘土を丸め、平た く伸ば し丸い

せんべい状の形 を作 り、そ こか ら紐作 りで成形を始める。形が完成 し土が少 し固 くなっ

てか ら底 を削 り、まるい形 に整 える。そのため、底がある形 になるのだが、成形 を し終

えてみ るとそのもの自体 にとても存在感が生まれているように感 じた。今回は直接粘土

に模様 を彫 りこまず素焼 き後紬薬を掛けてか ら針で描 き落 とす方法を試 してみたが、焼

成後、薄 く弱い線が残 る形 となった。私が作品の形に描 く模様 は、線を書 く、彫 る、削

るとい う行為 と残 された線の集合体で作 られている。その線の揺 らぎを見ていると気持

ちが高ま り、作 ることを体が欲するよ うな感覚がある。何かをこぼれおちる感情を消化

す るための行為なのかもしれない。

使用粘土:白 土
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使用紬薬:B31

⑪ 作品12(18×8×20cmH26、11月)

写真20写 真21

山の形 のよ うで、中に何かはいっているようなふっ くらとした形が頭に浮かび、制作。

作 りたい形がふ と頭 に浮かぶことが多 くなった。それは どこかへ行 く道 の途 中だった り、

電車の中だった りと日常の生活の中で思い浮かんで くる。

今回は、始めにたた ら状の粘土を直径30セ ンチほ どの楕円形に切って、その上か ら

紐作 りで成形を行った。上部 にゆ くにつれ少 しずつ内側に入るよ うな形 を意識 した。作

りたい衝動は形が出来上が ると落ち着いた。紬掛けは粘 土がまだ十分に乾燥 していない

段階で霧吹 きとい う道具を用いて紬薬を吹き付 け、上部に針で ドローイングを行 った。

焼成は1度 だけで、素焼き と本焼 きを同時 に行 う形 をとった。紬掛けにっいて感 じた

ことがあった。形を作 りたい とい う衝動は成形が終わった段階でひいてゆ くのだが、以

前感 じていた紬掛 けに対す る苦手意識がだんだん と薄 くなっている。作った形 をよ り自

分の意識 のそばに近づ けるための必要な行程 ではないか と思 えるよ うになった。

使用粘土:赤 土

使用紬薬:B31
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⑫ 作 品13(10×10×29cmH26、12月)

鞠

写真22写 真23

粘 土に触れ た くなって制作を始めた もの。この瓶 のような人のよ うな形に似た作品は

何度 か作成 してい る。手びね りだけてはな く、手のひ らに収まる小 さなサイズでもよく

出来上がる形である。

今回土に触れて何か作 りたい けれ ど作 りたい ものが浮かばず、なん となく作 り始めた

ため、度々作 ったことのあるこの形を借 りて土を積む とい う行為を行った とい う表現が

近いかもしれない。少 し水分が飛んだ ところで、刷毛をつかって紬薬を塗布 した。表面

の模様は、今 回いつもより太めの針で しっか りと彫 り込んでいる。胴の部分を一周 くる

りと線で囲み、それか ら短い線 をちょこちょこと掘っていった。この線 の引き方もふ と

思い浮かんだ もので、以前か らいつか してみよ うと思 っていたもの。形 と掘った模様が

良い と感 じたので ここで止めることに した。今回の成形で感 じたのは自分が作 りたい形

を作ることは もちろんのことだが、土を積む とい う行為 自体を欲 しているのではないか

とい うこと。また、作る事が生活の一部に組み込まれてい るとも実感す ることができた。

自分の考えを主張するもの、他者 に見てもらうための ものではない。自分の気持ちを整

理す る、生活の中で感 じ取った何 かを形 として残すよ うな役割 として私の陶芸はあるの

ではないか。

使用粘土:白 土

使用紬薬:チ タン
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⑬ 作 品14(2x2×5cmH26、12月)

写真24

手びね りの作品を作った後に余 った粘土で作成 した形。ひ とつまみほ どの粘土を丸めた

後中心 を細 く伸 ばし、両端の形 を適 当に整える。無造作に作 った形は1つ1つ 表情が違 っ

て出来上がったものを順従に並べてい くと地面か らに ょきにょきと生えてい るよ うに見え

て きて、その様子が面 白く何個 も作 っていった。 出来上がった直後の粘土がまだ水分を十

分に持っているこの状態も生々 しく生き物のよ うだ。以前は乾燥 してい くことでその良 さ

が失われて しま うと感 じていた。しか しその感覚 も薄れてきている。成形を楽 しみなが ら、

紬薬 を掛けることで変化す るこの形 にす こ しわ くわ くしていた。

使用粘土:白 士、赤土

使用紬薬:チ タン

⑭ 作品18(25×110×10cm且26、12月)

写真25

平たい 山のよ うな形。 この形は帰省 した時 に行 った祖母の家で浮かんできた ものだ。

祖母の家 は昔 なが らの 「田舎の建物」 とい う感 じで、周 りには川や 田んぼ、畑がある。

四季 ごとに違 う空気 もそれぞれに良い。この場 に身 を置 くと幼いころの記憶が うっす ら

と思い出 され、懐か しい思いをす ることが度々ある。空間に流れ る気配や空気 の匂 いを
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感 じなが ら自分 自身 とてもフラッ トな気持 ちで居 ることができる。ここで生 まれた形 を

戻ってきてか ら粘 土で立体に起 こした。まずたたら状 にした粘土を楕 円の形 に切 り取 り、

紐作 りで成形。す こし内に入 るように粘土を調節 しなが ら積み上げ、す こし乾燥 させた

ら、表面 を木の板で叩きなが ら表面ので こぼこをな らすよ うに締めていった。今回表面

には模様 をっ けなかった。形的にも行為的 にも土をひね り終わった時点で 自分のなかで

完結 していた。紬薬はチタンを使用。チタンを粘土の表面に薄 く残 るように塗る と綺麗

な緋色が出るのだが、本来土のもつ生命感 のよ うな ものを生か して くれる。 自分 の作っ

た形 をさらに現実味のある存在 にして くれ るよ うである。今回は乾粉のまま刷毛で表面

に擦 り込む よ うにして施紬 した。1230度 で焼成。

使用粘土:赤 土

使用紬薬:チ タン

4.考察

ロングの制作 を追体験 し、駅ナカアー トプ ロジェク トを終 えた直後 は、行為 の中に生ま

れ る何か得体の知れない力の ようなものが何 なのか、 自身が行った駅での展示 、制作で感

じたものづ く りに対す る実感 は どこか ら来たのか理 由が全 くわか らなかった。 その答 えを

知 る為 に、出来上がる形や作品 としての出来栄 えが どうか といった結果 として出来上がる

もの としての良 さが どうか とい うところではなく、ただ単純 に丸 める、押 し付 ける、押 し

広 げるなどの行為性に焦点を置いた制作を行った。 しか し手を進 めてい く うちに行為だけ

に焦点を置いて行 っていた制作は、陶芸の土を積む、そ して形 を作 り、素焼 き、紬掛 け、

焼成 とい う陶芸のプ ロセスを経て出来上がる形 に次第 と変化が見 られるよ うになった。作

られ る形についても、始めの段階では形 を作るのに意図せず 出来上がる形を中心に作 って

いた。 しか し少 しずつ 自分 の意識やその時の気持ちによって形が変化す るよ うになってい

ったのだった。 そ して土に触れ、形を作 り、紬薬の掛けかたや選択にっいて考えなが ら制

作 を行 う中で、 自分を表現す る方法や形が少 しずつ構築 されてゆき、定まっていった。ま

た筆者 の陶芸で表現す るとい うことに対す る意識の変化も見 られた。始 めの①② の段階で

は作品を作る とい うより、行為 自体を楽 しむ方法 を模索 していたが③の段階か ら少 しずっ

自分の表現 したい何か、意 味性 を含んだ ような形が生まれてきた。手びね りを始 めた頃は

少 しずつ積 み上がってゆく粘土の流れ に身 を任せた形作 りを行 っているが⑩以降か ら次第

に自分の感情 を表現する、気持ちを整理す るよ うに土 と向かい合 う様子 も うかがえるよ う
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になっていった。次第に作 りたい形が 日常生活の中でふ と浮かび、制作に入 ることが多 く

なった。それ らは伸び るよ うな形や実のよ うなもの、ふ くらみのあるものなど有機的なフ

ォル ムが多い。なぜ そのよ うな形に惹かれ るのだろ うか。その理由 として考 えられ るのは、

筆者表現 としての ものづ くりを始 める以前のことである。幼いころに過 ごした環境 とその

記憶、 「場」の もつ力 とがお互いに作用 し、形 を作 る際の感覚に影響を与えていると考え ら

れる。また、紬掛 けに関 しては刷毛で塗 る、それ を払い落 とす、その後針で模様をつける

などの色 々な方法を試 しなが ら、形 をより自分の意識 のぞぱに近づけるように思考す る様

子が伺 えた。

最後 に、制作 に対 して劣等感 を抱いていた頃は 「課題 をこな している」 とい う意識 を強

く感 じていた。だか らこそ他人に よく見 られたい、けれ ど変な ものは作れ ない とい う思い

に縛 られ て思 うよ うな表現 をす るこ と、自分 の表現 とい うものを見失 っていた。 しかし、

今回腰 を据 えて制作 とい うものに向き合い試行錯誤を重ね、土や形、自身 の内なる感情に

向き合 うことがで きた。その中で多 くの時間土 に触れ合い、形を作 ることは筆者の生活の

一部 と重な り
、次第に自分 とい う存在について考えることができるようになっていったの

だ。

第4章 陶芸のプ ロセス と表現 との関係 について

1.鈴 木治 か ら知 る素材 と形の心象表現

(1)鈴 木治について

鈴木治(SuzukiOsamu1926-2001)

千家十職 の永楽善五郎の工房で軸韓師を務めていた鈴木宇源治 の三男 として誕生。京都

市立第二工業学校窯業科に入学 し陶芸家を 目指す。1948年 、人木一夫、山田光、松井

美介、叶哲夫 とともに 「走泥社」を結成。松井 と叶が脱退後 も八木、山田、鈴木の3人 で

活動を続けた。その活動は当初 「壺 とか鉢な どの器物を手がけていて、その表現の手段 と

して、冒険 と曲芸 を創作過程に持ち込み、何 らかの効果 を作品に与えたい」 ・とい う思いか

ら始まった。
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「ク リ ス マ スChristmas」1949「 作 品Work」1954
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図5図6

図5は その当時の鈴木 の作品である。壺のよ うな形 に鈴木が壺の蓋 を閉 じたのは1954

年だった。輔韓では制作できない形 とい うことで立方体 に足が生えた ような形態の図6の

作品を作 り上げた。鈴木は作 る形に 「陶芸 とい う枠 を超 えて、埴輪や 土偶のよ うな人の形

を した土による古代の造形物が持っている、素朴だが圧倒的な土の力」2を 追い求め、次第

に作品に対 して 「土偶」や 「泥像」 とい う呼び方をす るよ うになる。モチー フになってい

る形は、人型の ようなものや馬、鳥な どの生物が多 くみ られる。

「泥像ClayStatue」1965「 馬Horse」1967

、;櫨

細訟、_鞠

図7図8

また、このよ うな焼締の作品 とは別 に青 白磁での制作も行っている。青 白磁の制作 にお

いて も鈴木は立方体や幾何学的な形態 を用いることで較輔では表現出来ない形を表 した。

「稜線や凸部で輪郭や模様 を陽刻のよ うに浮かび上が らせて見せ る」3も のが多い。また図

9の ように型成形の際 にできるバ リとい う淵のひ らひ らとした薄い部分 をわざと残 しそれ

を表現に生か しているもの もある。

鈴木は焼締 と青 白磁 とい う素材、制作過程、焼成方法も異なる制作を振 り子のよ うに行

き来するよ うに制作を行 うことで自らの制作に対す る刺激 としていた。

23



「天 馬 横 縛PegasusFallingonItsSide」1973

図9

1980年 代 よ り、 「泥象 」 とい う言葉 が使 われ る よ うに な る。 作品 の形 の 関心が 風や 雲

な どの気 象 に も向 け られ る よ うに なっ たた め、森 羅 万象 とい う意 味で この よ うに呼 ばれ る

よ うにな った。 作 品の一 部 の ボ リュー ムを極 端 に削 ぎ落 と した形や か す かに丸 み を帯 びた

エ ッジ、緩や かな 曲面 を出 した形 が 手び ね りで繊 細 に作 り上 げ られ てい る。

「消えた雲DisappearClouds」1982「 太陽の道PathoftheSun」1983

図10図11

(2)鈴 木治の表現 について

作陶家の鈴木治は鳥や馬 を風や太陽な どといった 自然にふ くまれる形を元にそれ を象徴

化 したよ うなフォル ムの作品を手びね りや型 とい う手法 を用いて焼締 と青白磁 の制作を行

った。その中で多 く登場 した形 に図8の よ うな 「馬」の作品がある。鈴木は 「「馬」のイメ

ー ジを 「組み立てた り
、あるいは整理 した りしてい るうち」に土の形 として定着 させたも

のであ り、「抽象 とい うよりも象徴」」4で あるの述べている。また紬掛 けについてだが、焼

締の方では信楽土を主 とす る胎土に、薄 くした赤土を繰 り返 し化粧掛 けし、酸化炎焼成せ

て作 られてい る。一見土の味を生か した焼締 のような表情は土の量感 を感 じる仕上が りで

ある。

このことか ら 「立体の 《馬》は土 とい う素材の潜在力が形の生命の根底 に横 たわること
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を、象徴化 させた 「馬」のイメージをとお して知覚 させ るべ く変貌を遂げた 《泥像》だっ

た」5と い うこ との意味を知 ることができた。鈴木 は 「馬」とい う形 を媒体に して、土とい

う素材 を用いて常に内なる心象 に向かっているように感 じられ る。

2.筆 者 と陶芸

(1)陶 芸制作のプロセスか ら

制作で、鈴木治の述べているよ うな土 とい う素材 と形の関わ り合いについて共感す る部

分が多 くあった。鈴木は 「馬」 とい う形 を用いて 自らの内面に問いかけ、向かい合 うよ う

な制作 を行 った。筆者は、「作 りた くなる瞬間がやって くる」 よ うな感覚 を感 じ、手を動か

し形を作 り始める。 それは、 もや もや と悩んでいる時だった り、新 しい出会いや物か ら何

か刺激 をもらった時だった り、紙に ドローイング しているときだった りとその時が訪れる

瞬間は様 々である。

その際に頭に浮かび、作 られ る山の ようなもの、実のよ うな もの、あるいは蓋の され た

徳利 のよ うなものの形 とい うのは何かを表 したいである とか意味のある形 とい う訳ではな

い。 しか し、筆者が 日常で感 じる何気ない風景 に出 くわ した ときに 「自分」 とい う存在 を

感 じるよ うに、し思い浮かぶ形 自体 も 「自分」か ら盗れ出るものを表出 した結果 が現れてい

るのかもしれない。

また陶芸のプロセスでは成形後、素焼 き、紬掛け、本焼き とい う多 くの行程 を踏 んで、

作品が出来上がる。 そのため成形直後にある 「生き生き とした表情」は乾燥や素焼きの段

階で水分を失い、まった く異なる表情へ と変化 して しま う。そのことで作った形か ら心が

離れて しま うとい う経験 も多 くあった。 しか し、その変化は制作 を重ね る うちに少 しずっ

体 に馴染み、陶芸のプロセ スとの関係 も構築 されていった。紬掛 けにおいては、この成形

直後 と乾燥、素焼 き後のギャップ を感 じるよ うになってか ら、少 なか らず苦手意識 を抱い

ていた。第3章 筆者の制作についての4.考 察で 「形 をより自分の意識 のそばに近づ ける

ように思考す る様子が伺えた。」 と述べているように素紬薬 を塗布 し払い落 とす、引っ掻き

模様 を入れる とい う行為は、そんな形や紬薬に対 して向かい合 うた めのアプローチ として

用 いた手段である。そのよ うに、ひ とつ工程 を加えることで作 り出 した形 と自分 との間の

関係は格段に縮まったよ うに感 じた。また、紬掛けに苦手意識 を持 ちつつ も、紬薬を掛け

ない とい う選択を取 らなかったのは、やは り自分 自身が陶芸のプ ロセスの中で 自身を表現

してい くとい うことに大きな意味 を感 じていたか らだ。
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そのプロセスのなかで、 自分の意思や感情 を土 とい う媒体 を通 して表現を行 うのはとて

も難 しく、多 くの時間やそのなかで得 られ る経験か ら少 しずっ土 との関係、素材について

の理解 を深 めてい く。その過程 とい うものが 「私」 と陶芸 との関係 を形成す るために必要

な時間であった と感 じてい る。

(2)生 活の中か ら生まれ る表現

筆者は陶芸 とい う手法 とは全 く異なる、 ロングの作品に魅かれた。ではロングか ら筆者

が受 け取った ものは何なのか。それはロングの表現が筆者 の制作方法や作品の形 自体 に影

響 を与 えた とい うものではなく、 自分の置かれた世界の中で自分が どんな風 に在 りたいの

か、素材 を通 して 自分 と向き合 ってい く方法のような ものを教えて もらったのではないか

と感 じている。 ロングが歩行の中で大切 に していたであろ う、表現を行 う上での精神性 の

部分を筆者 は授業の中で体験す ることがで きた。木々に囲まれ、素材 を集 めるとい う時間

を自分な りに過 ご したことは、 自分の在 り方や表現 をす ることとの向き合い方について考

えるきっかけとなった。今 まで、制作は 自分の生活 とどこかか け離れた ところに存在 して

い るような感覚があった。 しか し、今回制作を進めてい くうちにその意識 の部分がす こし

ずつ変化 し形 を作 ってゆくことが 日常のなかに溶け込んでゆ くようであった。

普段生活 を していて感 じる何気ない風景や空気、瞬間に 「自分」 とい うものの存在が こ

こにあると感 じることがある。例えば、部屋 の中か ら聞こえる雨音、風のにおいで感 じる

季節の変化、湯船 に浸かった時の幸福感 、大学の窓越 しに木々の風景を眺める時な ど。西

成彦はこのよ うな 「ことばになる以前か ら、そこはか となく流れているもので多分われわ

れ が生まれる前か らも流れ ている し、死んだ後 も流れてい る時間であろ う、そ してその流

れ の中に 自分 は浮かんでいるんだってい うことを、生 きている間、われわれ はず っと感 じ

っづ けている、そんなふ うな時間のこと」6を 「神話的時間」と呼んでい る。それは 「本当

は言葉 に言い表 しがたい 「気配」に包 まれて、われわれ の体の中を貫通 してい るもの」7な

のだ とい う。

筆者に とっても粘土に触れ、形 を作 る、紬薬 を掛 け、焼成を行 う陶芸のプロセス とい う

ものが 「神話的時間」に近い存在 にな りっっ あると感 じた。

第5章 結論

筆者は、陶芸での制作の中で作品 を通 して 「自分 らしい」表現 を行 うことや 「自由にっ

くる」 ことの不 自由を感 じ、 ものづ く りを通 して 自己表現を行 うことに疑問 を抱 くよ うに
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なった。 しか し、筆者 がこの ように表現 に対 して コンプ レックスを感 じなが ら制作を行っ

ていた経験もまた、 「わた し」が制作をす る上で必要 な要素 を構築す る時間 として必要 なも

ので あった と感 じている。そ して、 ロングとの出会い をきっかけに、粘土 とい う素材 を通

して 日常 の生活 の中で抱 く感情や思いを消化 し、陶芸制作のプ ロセスで行われ る行為の中

で 「私」 とい う存在 に向かい合 うことが出来た。

また、心象表現 を行 うことにおいては、幼少期 の 「神話的時間」の存在、いわば表現の

素を形成 した幼 い頃の体験が支 え となっているよ うに感 じた。その神話的時間に欠かせな

かったのが 「場」 と自分 との関わ りであった。

「場」 の持つ気配 を発見 し、感 じるこ とを通 して 自分の感性や人間性 、いわば魂 の部分

を育む ことができた。 ものづ くりの中で このよ うな時間を体感す ること。それ は、図工や

美術の授業で行 われ る表現活動で も同 じく、忘れてはな らない ことだ。表現や ものづ くり

の本来の 目的は、作品 とい う目に見える形 としての結果だけではなく、素材 との関わ りや

そこか ら生まれる驚きや発見、友人 との交流、 「場」 との出会いなどその過程 で生まれる時

間にも同等 の価値 がある。本研究では、 自身の表現 の変遷 を見直す ことを通 して、学校現

場 でも技法や道具 の使 い方な どの指導 と同 じよ うに、 自分 の表現やその過程で学ぶ こと、

心象表現 を生み出す面白さを共有 し、伝えてい くよ うな指導に繋げていきたい と感 じた。
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